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空港機能強化に対応した高規格道路ネットワークのあり方について
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○現状では、千葉側（成田）は、東京側（羽田）に比べて都心からの高規格道路の経路選択が少なく課題有
○成田空港の機能強化に対応し、都内とのアクセスを考慮した広域道路ネットワーク整備の検討が必要
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東関道が通行止めの場合、
常磐道は成田空港と都心の
迂回路として利用

東西方向の幹線道路が不足
千葉NTを中心に今後も交通
需 要 の 増 加 が 想 定

今後の機能強化により、
貨物・旅客のより一層
の増大が予想

湾岸部は交通量が交通容量を超過
今後も交通需要の増 加 が 想 定
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京葉道路の利用台数の経年推移
利用台数（万台/年） 累計利用台数（億台）

京葉道路
開通

1960.4

京葉道路
全線開通
1980.10

東関道接続
1982.4

館山道接続
1995.4

外環道接続
2018.6

利用台数（万台/年） 累計利用台数（億台）

出典：NEXCO東日本 HP

出典：NEXCO東日本 HP

○千葉県内の高規格道路は都心と千葉県湾岸地域を結ぶ区間に交通が集中
○NEXCO東日本管内の総道路延長において京葉道路が占める割合は、約1％に過ぎないが、
年間総利用台数は同管内の約１０％（年間約1億台）



湾岸地域の渋滞状況

3出典：首都圏渋滞ボトルネック対策協議会資料（関東地整HP）を一部加工

交通集中

上り（花輪～武石）
・ＩＣの分合流の速度低下
・花輪ＩＣ先の上り坂
・幕張ＩＣ先の上り坂・カーブ

上り（貝塚～蘇我）
・ＩＣの分合流の速度低下
・貝塚ＩＣ先のサグ

IC流出部で速度低下が発生
（原木IC・花輪IC・武石IC・穴川IC）

○京葉道路は付加車線整備等の渋滞対策を推進しているが、依然として渋滞が発生
○京葉道路本線の渋滞のほか、ＩＣ出口周辺でも速度低下が発生
ＩＣに接続する路線も主要渋滞箇所・区間が連担し渋滞が広範囲に影響
○湾岸地域のロス率は、全道路で51%と、全国平均（41%）及び県内平均（43%）を大きく上回っている。

下り（宮野木～穴川）
・ＩＣの分合流の速度低下
・穴川Ｃ先のサグ

※国土交通省にて算出した集計値。
※高速道路：高速自動車国道、都市高速道路、高規格幹線道路、NEXCO管理道路
※一般道路：高速道路以外の一般道路、主要地方道
※京葉道路の位置する湾岸地域：千葉市、市川市、船橋市、習志野市

＜凡例＞
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関係機関へのヒアリング ＜成田国際空港株式会社１／２＞
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・本格的な少子高齢化社会を迎える我が国において、訪日外国人旅行者の一層の増加が国家戦略の一つとして
位置づけられている。

・その大きな受け皿となる首都圏空港（羽田空港、成田空港）のうち、成田空港においては現状の30万回から
50万回へ発着容量を拡大（更なる機能強化）し、その需要に対応する必要がある。

国家プロジェクトとしての成田空港の更なる機能強化の重要性

・インバウンド旅客にとって、空港から東京方面を主体とする目的地までノンストップで接続するバスは重宝
される交通手段であるとともに、物流にとっても、成田空港-都心・羽田空港間の航空貨物輸送の需要が一定
数ある。

・現状の高規格道路ネットワークでは、関東北部から成田空港まで迂回感がある。

・そのため、北千葉道路や新湾岸道路、圏央道等の整備による高規格道路ネットワークの充実は、新たな高速
バス路線網の構築による観光ニーズの創出や目的地までの速達性の向上にとって重要である。

現在の成田空港を取り巻く物流・人流と高規格道路ネットワークの課題

・首都圏の国際航空需要は益々増加見込みであり、成田空港がその多くを担う必要性を考慮すると、成田空港と都心
の人流及び物流の増加に応じた速達性の確保のためには、成田空港周辺の高規格道路ネットワークの更なる充実を
求めたい。

成田空港の機能強化を踏まえた高規格道路ネットワークに求める役割



関係機関へのヒアリング ＜成田国際空港株式会社 ２／２＞
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・成田空港では、新貨物地区整備により航空物流機能を集約させる方向のため圏央道を経由した貨物の速達性
の確保は非常に重要である。

・地域と空港の相互連携による一体的・持続的発展のため、周辺道路の混雑緩和に資する高規格道路を含む道
路ネットワークの充実は重要である。

『新しい成田空港』構想とりまとめ2.0など、貨物施設整備や周辺市町と連携して計画するまちづくり
などを踏まえ求められる高規格道路の役割

・災害時において緊急輸送の拠点と位置付けられている成田空港にあっては、緊急物資・人員等の輸送受入機
能が求められる。これらを被災地に迅速かつ確実に輸送させるためには、北千葉道路や新湾岸道路、圏央道
等の整備による高規格道路ネットワークの拡充がリダンダンシーの確保のため重要である。

災害時における成田空港に求められる役割を踏まえた高規格道路ネットワークのあり方

・北千葉道路や新湾岸道路、圏央道等の整備による高規格道路ネットワークの拡充は、成田空港と都心・関東
北部との人流及び物流への速達性確保のみならず、新たな高速バス路線網の構築による観光ニーズの創出や、
災害時における緊急物資・人員等の輸送ルートのリダンダンシー確保にとって重要である。

・成田空港の更なる機能強化による人流・物流の増加及び地域と空港の一体的・持続的発展のため、圏央道の
４車線化等既存の高規格道路ネットワーク計画の機能強化を期待している。

・道路交通においても、自動運転や道路空間を活用した物流など様々な取組みが検討されている状況を踏まえ、
今後の技術革新やイノベーションについて柔軟に対応できる施設整備が望まれる

現状の課題と高規格道路ネットワーク拡充への期待



関係機関へのヒアリング ＜千葉県バス協会＞
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①平常時の渋滞
・運転者不足を背景とした、輸送効率化や定時制の確保などに支障
・マイカー利用からバス利用へ転換する施策が必要

②災害時の通行止め
・令和元年台風１９号の暴風で東関道が長期間通行止めとなり、大きく迂回を強いられ運行に支障が生じた。
既存の東関道の更なる暴風対策など信頼性の向上に加え、迂回路となる路線の整備が必要。

・成田空港の旅客ターミナルが分散し、バスの旅客から不評。鉄道の方が利用客が多い状況。
・空港旅客施設のワンターミナル化や圏央道の新たなインターチェンジを見据えて営業所の立地や新規路線の
計画に必要な情報の提供を希望。

成田空港利用者のアクセスルートの課題

・飛躍的な速達性・定時性の改善により、バス利用者の利便性向上に期待。

・北千葉道路、新湾岸道路の早期整備による、新たな営業路線の拡大に期待。

・圏央道の概成により、成田空港からアクアラインを経由し、羽田空港へ向かう新たなルートが形成され、
首都圏空港の効果を広域に波及するとともに、災害時の代替路として期待。

・圏央道の４車線化やアクアラインの６車線化など、機能強化に向けた検討を行うことが重要。

特に圏央道４車線化は、信頼性のあるネットワークの構築により、新たな営業路線に期待。

・ＩＣ周辺の一般道路における渋滞解消についても、定時性の確保や利便性向上に期待。

高規格道路ネットワーク拡充への期待

インフラ拡充におけるバス事業への配慮



関係機関へのヒアリング ＜千葉県トラック協会＞
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①平常時の渋滞
・ドライバーの労務負担の軽減、輸送時間の短縮、定時性の確保など物流効率化の推進に支障
特に、成田空港に関連する物流輸送は、都内のみならず千葉市中心部・湾岸部とも密接に関係

・京葉道路や国道３５７号を含め、千葉県湾岸地域では慢性的な渋滞が生じ、経済活動に損失を与え、生産性
を著しく損ねている。

②災害時や事故による通行止め
・成田空港に乗り入れる高速道路は、東関東自動車道のみで迂回する高速道路がない。

成田空港アクセスにおける『物流の課題』

・速達性や定時性の改善、生活道路の交通安全の向上などの効果は、将来にわたり発現。

・北千葉道路、新湾岸道路は、スピード感を持って最優先に整備が必要。

・成田空港から圏央道、アクアラインを経て羽田空港に至るルートは、成田と羽田を結ぶ新たな代替軸となり、
その効果は首都圏へと広域に波及。

・渋滞状況などを監視し、圏央道の４車線化やアクアラインの６車線化など、機能強化に向けた検討を行うこ
とが重要。

・ＩＣ周辺の一般道路における渋滞ボトルネックの解消による成田空港や千葉港等の拠点へのスムーズなアク
セスに期待。

高規格道路ネットワーク拡充への期待



関係機関へのヒアリング ＜成田商工会議所 １／２＞
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・日本の玄関口である成田空港を核とする機能強化は、今後の日本全体の競争力を左右する国家プロジェクト
であり、その効果を高める基盤インフラの戦略的構築が急務。

・成田空港と羽田空港は首都圏空港として一体としてとらえ、羽田空港の機能を高めると同時に成田空港の機
能強化をどのように羽田空港と連携させるかを、日本経済界のトップにも認識してもらうように訴えること
が重要。

・成田空港の機能強化に合わせて、空港圏の周辺９市町が個性を出せるような土地利用計画・まちづくり計画
とするために、国家プロジェクトとして県市が一体となって進めることが肝要。

成田空港機能強化への期待

・鉄道は成田から京成スカイアクセス、都営地下鉄、京浜急行を経由して羽田に至っている。
道路もスムーズに遠回りしないルートが必要。

・銚子の地位向上を目指したい。圏央道の開通により圏央道の外側にも光が差し込み、成田周辺地域、特に銚
子を中心とした県北東部の発展が大きなインパクトとなる。

・首都直下型地震や台風による被災時における救援活動のために成田空港への代替ルートの確保が必要。数本
の道路が有機的につながっていることが重要。

・川崎市では工業地帯の再編により物流施設等が計画されている。千葉県も湾岸部への着目が必要。
新湾岸道路を自然環境に配慮しながら進めることが重要。

地域の発展のために求める高規格道路ネットワークのあり方



関係機関へのヒアリング ＜成田商工会議所 ２／２＞
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・現状で成田空港にアクセスする高規格道路は、東関東自動車道のみであり、リダンダンシーを欠くとともに、
京葉道路や国道３５７号を含め、千葉県湾岸地域では慢性的な渋滞が面的に生じ、地域の社会経済活動に損
失を与え、生産性を著しく損ねている。

・圏央道の開通により環状道路が形成され、成田と羽田を結ぶ新たな代替軸となる。
玄関口の効果を首都圏へと広域に波及させる経路となり、人や物を運ぶだけではなく、観光や沿線のポテン
シャルが見えてくる。新しい社会環境変化が起こることが予想される。

・アクアライン６車線化も圏央道の完成により現実味を帯びてくる。圏央道の４車線化も含め機能強化に向け
た検討が必要。

・北千葉道路、新湾岸道路もスピード感を持ち、最優先での形成を図ることが必要。

・目的地までスムーズに到着できるように、成田空港等の拠点へアクセスする高規格道路のＩＣや周辺の一般
道路における渋滞ボトルネックの解消を図ることが必要。

高規格道路ネットワーク拡充への期待



【参考】２０５０年、WISENET（ワイズネット）の実現

出典：千葉県道路協議会（令和６年８月）資料

令和６年８月30日令和6年度
第1回千葉県道路協議会資料再掲
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空港・航空業界動向 空港間競争

アジア主要空港では大規模拡張プロジェクト進行中、極めて大きな取扱能力を計画 路線獲得競争の激化

2018年 ターミナル2供用
2023年 ターミナル2拡張、第4滑走路供用

（出典：各空港Webサイトや報道発表資料等より）

2019年 開港（滑走路４本）
計画値現状

79万回39万回年間発着回数

1億人6,800万人

5本3本滑走路数

計画値現状

時間値102回43万回年間発着回数

1億人7,470万人年間取扱旅客数
3本2本滑走路数

計画値現状

不明39万回年間発着回数

1.35億人6,563万人

3本2本滑走路数

計画値(長期)計画値(初期)

88万回62万回年間発着回数

1億人7,200万人

6本4本滑走路数

2017年 第5滑走路完成
2019年 サテライトターミナル供用
2025年 ターミナル3完成

計画値(2025年)現状

76万回50万回年間発着回数

1.2億人7,400万人

5本4本滑走路数

韓国 仁川空港

中国
香港空港

2029年 Ｂ滑走路延伸、Ｃ滑走路
新設

24時間
運用

24時間
運用

中国
北京大興空港

24時間
運用

2024年 北滑走路延伸、第3滑走路供
用、ターミナル2拡張、ターミナル3供用

2019年 大規模複合施設Jewel供用
2020年代半ば 第3滑走路(現 軍用)
の延伸および軍民両用化完了
2030年代半ば ターミナル5供用

計画値現状

50万回30万回年間発着回数

7,500万人4,318万人

３本２本滑走路数

日本 成田空港

中国
上海浦東空港

24時間
運用

旅客流動取り込みのチャンス

＋羽田空港の機能強化と合わせ
⇒首都圏空港100万回

シンガポール
チャンギ空港

24時間
運用

※「現状」は2018年度の数値

【参考】空港・航空業界の動向 空港間競争 令和6年9月3日 第1回
首都圏空港道路ネットワーク検討分科会資料再掲



【参考】首都圏空港で計画されている機能強化（成田空港）

13

8/26国家戦略特別区域諮問会議（第64回）
資料2「成田空港を核とした国際航空物流拠点機能強化について」より抜粋

【岸田総理 発言抜粋】

今回新たに、成田空港
を核とした国際航空物
流拠点機能の強化に
ついて、日本全体の競
争力強化の観点から、
国家プロジェクトとして
取組を加速してまいり
ます。

国土交通省を始め関
係省庁においては、地
元自治体と連携して、
国家戦略特区制度の
活用や関連インフラの
整備を含めて、総合的
な支援策を取りまとめ
てください。

令和6年9月3日 第1回
首都圏空港道路ネットワーク検討分科会資料再掲



羽田空港

【参考】羽田空港・成田国際空港への主な着陸経路

○羽田空港・成田空港へのアプローチは、北風時は、南東方向からの進入となる。

〇南風時は、羽田空港は東方向が多く、成田空港は北西方向からの進入となる。

○成田国際空港は、今後の空港機能強化により、発着回数のさらなる増加が見込まれる。

14出典：国土交通省ホームページ、「羽田空港飛行コースホームページ」、成田国際空港（株）ホームページ「成田空港環境コミュニティ」、国土地理院（https://www.gsi.go.jp/）

羽田空港

北風の時間帯が多い日の例（8/6） 南風時の例（8/13）

６０ ８０

１００

３２０

３３０

成田空港
成田空港

３６０

２７０

１３０ １３０

※各日の午前6時から午後11時の着陸経路を方向別に分類して模式化したものであり、数字及び線の幅は概ねの該当便数を表す。

羽田空港への

主な着陸経路

成田空港への

主な着陸経路

木更津市

君津市

鴨川市

横芝光町

芝山町

多古町

市川市

鎌ケ谷市

成田市

千葉市

令和6年9月3日 第1回
首都圏空港道路ネットワーク検討分科会資料再掲



成田空港

羽田空港

２６０

２７０３２０

成田空港

羽田空港

３４０

１４０ ２４０

１８０

【参考】羽田空港・成田国際空港からの主な離陸経路
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○羽田空港からの離陸は、北風時は北東・南東・北西方向、南風時は南西・南東方向となる。

〇成田空港からの離陸は、北風時は北西方向、南風時は南東方向となる。

北風の時間帯が多い日の例（8/6） 南風時の例（8/13）

羽田空港からの

主な離陸経路

成田空港からの

主な離陸経路

出典：国土交通省ホームページ、「羽田空港飛行コースホームページ」、成田国際空港（株）ホームページ「成田空港環境コミュニティ」、国土地理院（https://www.gsi.go.jp/）

※各日の午前6時から午後11時の着陸経路を方向別に分類して模式化したものであり、数字及び線の幅は概ねの該当便数を表す。

船橋市

習志野市

令和6年9月3日 第1回
首都圏空港道路ネットワーク検討分科会資料再掲


